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CALDWELL; A Blueprint Successful Leadership in an Era of Globalisation in Learning: 













































































































































































































































































る資質能力は School Affairs and Job-based Knowledge and Competencyとし、そうした資質能







検証してみる必要がありそうだ。わたしが考えるカリキュラムイメージでは、School Affairs and 
Job-based による Knowledge and Competency の育成、Knowledge and Competency-based による







School Affairs and Job-based による Knowledge and Competency の育成と Knowledge and 






































































































































































































































































































































































































































































































                                                     
































『学校経営研究』第 43巻 2018 
 
















学会年報』第 11 号、特集・教師教育と大学院の役割、2002 年）、安彦忠彦「６年制教員養成
の必要性とその在り方」『季刊 教育法』（164号、2010年）。 
６ 新井郁男「シンポジウム 教員研修における大学の役割―授業実践力向上の観点から」『学校
教育研究』第 23号、2008年、234-238頁。 
７ 第 27回日本教師教育学会（2017年）ラウンドテーブル報告、冨田福代・浦野東洋一・杉本真
理子「高度専門職業人養成の教師教育における大学教員の資質要件に関する研究」は、現職教
員やスクールリーダーにこだわらず、一般に教師教育における理論と実践、大学教員の資質要
件、教職大学院の課題など教師教育における基本的な問題について実証的、かつ理論的に論じ
ている。示唆に富む知見とこの種の課題の実相と真相を得ることができる（同名の科研費挑戦
的萌芽研究（平成 26～28年度）最終報告書に基づいている）。 
８ J.コッターのリーダーシップ論に触発され、『学校経営』誌に「校長のリーダーシップ研究」
を連載した（1994年８月-1995年 7月）。スクールリーダーシップは学校の「共同作品」とす
る認識を得たのもこうしたことが背景にある（小島・2010：61頁、2016：89-90頁）。著者、
訳者とも、リーダーシップとマネジメントの関係、本質について、常にもやもやとしていたも
のが吹っ切れたと述べている。刺激を受けたのはまさにこのことだった。 
９ 佐野享子「高度専門職業人を対象としたリーダーシップ開発に関する研究」筑波大学・大学
研究センタープロジェクト研究・報告書、2016年 7月、10頁。 
